








フェニルケトン尿症などの先天代謝異常 5疾患を対象とする新生児マススクリーニングが

検査費用公費負担の原則の下に全国一斉に実施されることになったのは昭和 52 年 10 月の

ことである。現実には昭和 52 年度の推定出生数の 1/2(年度半ばからの施行のため)を対

象とし,その内の約 50%が受検するものとし検査費用の 1/3 を国庫が負担し残りの 2/3 は

各地方自治体が負担する形で開始された。当時はどの疾患も未だ十分に周知徹底していた

わけではなかったので,発足に当っての専門医師,検査技師,行政担当者達の苦労は並大抵

のものではなかったと想像される。

しかし,こうした周囲の懸念をよそにマススクリーニングは着々と進み,昭和 52 年度中に

は合計して 53 人の患者が発見された。初年度の患者達はその後恙なく育ったならば昭和

59 年 4 月には小学校へ入学し,本年度は最終学年に達している筈である。昭和 52 年度の

患者に限らず,マススクリーニングによって発見された年長の患児たちが,果して当初の期

待通り勉学にも支障なく健全な小学生時代を過しているか否かを確かめることはマススク

リーニングに関係する研究者の一員としてゆるがせに出来ない重要な研究課題と思われる。

平成元年度に新しく発足した黒田班(主任研究者:黒田泰弘教授)の分担研究課題の 1 つに

「年長患者の管理と長期予後に関する研究」が選ばれたことは,その点で意義深いものと

いえよう。


